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師
は
、「
病
気
を
看
る
」
の

で
は
な
く
、「
人
を
看
る
」

ケ
ア
を
心
が
け
、
患
者
さ

ん
と
共
に
歩
む
看
護
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
4
0

0
0
種
以
上
の
化
学
物
質

が
含
ま
れ
て
お
り
、
有
害

な
成
分
が
2
0
0
種
を
超

え
、
そ
の
う
ち
発
が
ん
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
物
質

が
60
種
類
も
あ
り
ま
す
。

肺
が
ん
だ
け
で
な
く
ほ
と

ん
ど
の
が
ん
の
最
大
の
原

因
で
あ
り
、
呼
吸
器
や
循

環
器
の
病
気
や
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
、
歯
周

病
な
ど
多
く
の
病
気
の
リ

ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

が
ん
や
心
臓
病
に
よ
る
死

亡
率
を
上
昇
さ
せ
、
流
産

や
低
体
重
児
出
産
が
増
え

る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
喫

煙
者
が
吸
う
た
ば
こ
の
煙

（
主
流
煙
）よ
り
副
流
煙
の

方
が
有
害
で
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
増
進
法
が
2
0
0

3
年
5
月
に
施
行
さ
れ
、

公
共
施
設
や
飲
食
店
で
の

分
煙
が
努
力
義
務
と
さ
れ

ま
し
た
。
阪
大
病
院
で
も

建
物
内
は
禁
煙
と
し
、
建

物
の
外
の
指
定
さ
れ
た
場

所
で
し
か
た
ば
こ
を
吸
え

な
い
よ
う
に
し
て
き
ま
し

た
。
各
地
の
自
治
体
で
歩

行
喫
煙
の
禁
止
条
例
が
制

定
さ
れ
、
大
阪
府
も
受
動

喫
煙
防
止
条
例
制
定
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

敷
地
内
全
面
禁
煙
実
施

に
向
け
て
昨
年
8
月
30
日

４月から受
動
喫
煙
根
絶
へ

受
動
喫
煙
根
絶
へ

病院敷地内を全面全面禁禁煙に煙に

か
ら
11
月
29
日
ま
で
の
毎

週
、
月
、
水
、
金
曜
日
の

3
日
間
の
午
後
2
回
、
医

師
、
看
護
師
、
医
療
技
術

職
員
、
事
務
職
員
の
4
人

1
チ
ー
ム
で
、
延
べ
31
日
、

計
62
回
に
及
ぶ
喫
煙
マ
ナ

ー
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
喫
煙
指
定

外
の
場
所
で
の
喫
煙
者
が

い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
喫
煙
指
定
外
で
の
喫

煙
者
が
も
っ
と
も
多
か
っ

た
の
は
ホ
ス
ピ
タ
ル
パ
ー

ク
の
出
入
口
付
近
と
パ
ー

ク
内
22
件
、
次
い
で
医
学

部
研
究
棟
と
病
院
の
間
の

休
憩
所
の
7
件
、
モ
ノ
レ

ー
ル
駅
前
の
バ
ス
停
、
外

来
駐
車
場
付
近
の
各
4
件

で
し
た
。
喫
煙
し
て
い
た

人
は
58
人
で
、
喫
煙
者
に

対
し
て
、
禁
煙
を
呼
び
か

け
る
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を

渡
し
ま
し
た
。
9
月
15

枚
、
10
月
17
枚
、
11
月
は

8
枚
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
4
月
か
ら
の
全

面
禁
煙
を
知
ら
せ
る
看
板

を
正
面
玄
関
な
ど
5
カ
所
、

掲
示
物
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

内
に
掲
示
し
、
8
月
5
日

に
は
患
者
さ
ん
と
職
員
を

対
象
に
「
禁
煙
教
室
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
医
師
や
看
護

師
、
職
員
に
対
し
て
喫
煙

に
対
す
る
意
識
を
改
革
し

て
も
ら
う
た
め
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
を
予
定
し
て

　

看
護
部
は
、
看
護
部
長

を
頂
点
に
、
副
看
護
部
長
、

看
護
師
長
、
副
看
護
師
長
、

看
護
師
・
助
産
師
、
看
護

助
手
を
合
わ
せ
る
と
総
勢

9
4
9
名（
平
成
22
年
4

月
1
日
現
在
）の
大
所
帯

で
す
。
病
棟
、
外
来
、
中

央
診
療
施
設
と
大
き
く
三

つ
に
分
か
れ
、
看
護
部
の

理
念
・
基
本
方
針
の
も

と
、
看
護
師
は
患
者
さ
ん

の
一
番
近
く
で
24
時
間

3
6
5
日
看
護
を
行
っ
て

●看護部の理念●
高度先進医療に対応した安全で
質の高い看護を提供すると共
に、豊かな人間性と高度な知
識・技術を持った専門職者の育
成と看護の発展に寄与する。

●看護基本方針●
◇患者の権利を尊重し、
　患者と共に歩む看護の実践
◇患者を全人的に捉え、
　心のこもったあたたかみのある
　適切なケアの提供
◇優れた専門職者育成による
　社会・地域医療への貢献
◇看護の質向上と業務改善に繋がる
　臨床看護研究の推進

い
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
内

全
面
禁
煙
を
周
知
徹
底
す

る
た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
誌
で
取
り
組
み
を

紹
介
し
た
り
、
敷
地
内
全

面
禁
煙
を
知
ら
せ
る
看
板

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

福
澤
正
洋
院
長
は
「
た

ば
こ
が
健
康
に
悪
い
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。
病
気
を

治
す
た
め
に
入
院
し
て
い

る
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

患
者
家
族
、
お
見
舞
い
に

来
ら
れ
た
方
、
病
院
で
働

く
職
員
の
健
康
を
守
る
た

め
に
も
敷
地
内
全
面
禁
煙

は
不
可
欠
で
す
。
阪
大
病

院
に
は
禁
煙
外
来
も
あ
り

ド
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
で
、

入
院
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
気
持
ち
を
穏
や
か
に

し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
病
気
を

理
解
し
主
体
的
に
治
療
に

臨
め
る
よ
う
に
、
医
師
、

看
護
師
、
移
植
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
チ
ャ
イ
ル
ド

ラ
イ
フ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

（
C
L
S
）、
臨
床
心
理
士
、

そ
し
て
1
月
か
ら
病
棟
保

育
士
も
加
え
、
多
く
の
職

種
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
は
医
師
の
指
示

　

オ
ン
コ
ロ
ジ
ー

セ
ン
タ
ー
に
は
、

が
ん
医
療
に
関
連

し
た
放
射
線
治
療

部
門
、
化
学
療
法

部
、
緩
和
ケ
ア
チ

ー
ム
、
が
ん
相
談
支
援
室

が
あ
り
、
各
部
門
で
は
チ

ー
ム
医
療
が
実
践
さ
れ
て

い
ま
す
。
集
学
的
治
療
が

必
要
な
が
ん
医
療
の
現
場

で
は
、
一
人
の
患
者
さ
ん

が
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ

ー
の
複
数
の
部
門
で
医
療

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
多

く
、
各
部
門
間
の
連
携
が

不
可
欠
で
す
。

　

看
護
師
は
自
分
が
所
属

す
る
部
門
の
専
門
性
を
持

ち
、
日
々
の
ケ
ア
を
行
っ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
看

護
師
も
、
が
ん
の
集
学
的

な
治
療
を
理
解
し
、
部
門

に
し
ば
ら
れ
る
こ
と
な
く

ケ
ア
に
必
要
な
情
報
交
換

を
す
る
な
ど
、
複
数
の
部

門
で
治
療
を
受
け
ら
れ
る

患
者
さ
ん
に
、
協
働
し
て

よ
り
よ
い
ケ
ア
を
行
う
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー

セ
ン
タ
ー
が
月
1
回
開
催

し
て
い
る
キ
ャ
ン
サ
ー
ボ

ー
ド
に
は
看
護
師
も
参
加

し
、
治
療
に
関
す
る
情
報

を
得
る
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ

ン
タ
ー
に
は
2
名
の
が
ん

看
護
専
門
看
護
師
が
お
り
、

専
門
的
な
ケ
ア
を
提
供
す

る
と
と
も
に
ス
タ
ッ
フ
の

教
育
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ

ー
の
看
護
師
が
阪
大
病
院

の
が
ん
医
療
に
貢
献
で
き

る
存
在
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
、
今
後
も
オ
ン
コ
ロ

ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の
医
療
ス

タ
ッ
フ
と
と
も
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

患
者
と
共
に
歩
む
看
護
の
実
践

高
度
先
進
医
療
を
支
え
る

看
護
部

喫煙マナーパトロール

大阪モノレール
阪大病院前駅

東門
附属病院 外来･中診棟

病棟･診療棟

ホスピタルパーク

外来用駐車場

全面禁煙
エリア

　

阪
大
病
院
は
今
年
4
月
か
ら
敷
地
内
全
面
禁
煙
と
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
敷
地
内
に
喫
煙
場
所
を
設
け
、
分
煙
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
喫
煙
者
だ
け
で
な
く
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

人
が
た
ば
こ
か
ら
出
る
煙（
副
流
煙
）を
吸
う
こ
と
に
よ
る
健
康
被

害
も
明
ら
か
で
あ
り
、
す
べ
て
の
方
の
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め
病

院
敷
地
内
か
ら
た
ば
こ
の
煙
を
一
掃
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
す
の
で
、
た
ば
こ
を
や

め
た
い
入
院
患
者
さ
ん
や

ご
家
族
は
受
診
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
に
対
し
て
は

禁
煙
を
徹
底
す
る
よ
う
に

厳
し
く
指
導
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
の
教
育
・
指
導
体

制
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
集
中
ケ
ア
認
定
看
護

師
が
中
心
と
な
り
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
医
師
、

臨
床
工
学
技
士
、
移
植
・

治
験
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
方
々
に
も
協
力
を
得
て
、

勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
急
変
を
想
定
し
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
定
期

的
に
行
い
万
全
を
期
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
で
、
慢
性
期
の
患

者
さ
ん
の
ケ
ア
も
重
要
で

す
。
心
臓
移
植
を
受
け
る

ま
で
の
間
、
補
助
人
工
心

臓
を
装
着
し
て
数
年
待
っ

て
い
る
方
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
心
の
ケ
ア
を
必

要
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、

臨
床
心
理
士
と
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
組
ん
で
い
ま
す
。

ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
看
護

の
も
と
、
循
環
管
理
、
呼

吸
管
理
、
点
滴
管
理
、
栄

養
管
理
を
行
い
、
子
ど
も

の
心
身
の
反
応
を
24
時
間

観
察
し
て
い
ま
す
。
ま
た

治
療
、
看
護
ケ
ア
を
多
く

必
要
と
す
る
子
ど
も
に
対

し
て
は
、
特
に
変
化
を
よ

く
見
て
医
師
に
報
告
し
、

診
療
科
を
越
え
、
医
師
と

協
働
し
看
護
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
看
護
師
は
子
ど

も
の
反
応
を
専
門
的
な
視

点
で
と
ら
え
、C
L
S
、本

院
保
健
医
療
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
部
退
院
調
整
看
護

師
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な

ど
他
職
種
と
の
調
整
も
行

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
子

ど
も
や
家
族
が
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
を
多
く
企
画
し
、

入
院
中
の
生
活
に
癒
や
し

と
潤
い
を
感
じ
て
い
た
だ

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

病
棟
9
階
の
東

西
に
ハ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
が
開
設
さ
れ
約

4
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

西
9
階
に
併
設
さ

れ
た
C
V
C
U（
心
血
管
集

中
治
療
室
）6
床
で
は
、

開
心
術
後
や
重
症
心
不
全

患
者
さ
ん
の
集
中
ケ
ア
を

行
っ
て
い
ま
す
。
2
年
前

に
併
設
さ
れ
た
心
臓
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
で
は
、

専
従
の
理
学
療
法
士
と
看

護
師
が
配
属
さ
れ
、
循
環

器
疾
患
患
者
さ
ん
に
最
適

　

新
生
児
か
ら
生

育
医
療
を
行
う
小

児
医
療
セ
ン
タ
ー

は
発
足
し
て
3
年

を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
小
児

科
、
外
科
系
病
床
が
87
床

あ
り
、
豊
能
広
域
こ
ど
も

急
病
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
二

次
後
送
病
床
と
し
て
の
役

割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
内
は
、「
こ

ど
も
の
森
」
と
名
付
け
ら

れ
た
よ
う
に
ラ
イ
オ
ン
、

キ
リ
ン
、
パ
ン
ダ
な
ど
の

森
の
動
物
が
廊
下
の
壁
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
る

で
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
ン

小児医療センター

オンコロジーセンター

ハートセンター

クリスマスのサンタクロース回診

い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
に
接
し
て
い

る
看
護
師
・
助
産
師
の
仕

事
ぶ
り
は
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
全
体
が
ど

の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い

る
の
か
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
今
回
、
部

門
や
看
護
単
位
の
枠
を
超

え
て
セ
ン
タ
ー
化
さ
れ
た
、

ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
小
児

医
療
セ
ン
タ
ー
、
オ
ン
コ

ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の
看
護

を
紹
介
し
ま
す
。

な
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
で
は
、
入
院
精

査
、
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
と

一
貫
し
た
ケ
ア
を
提
供
す

る
こ
と
が
出
来
る
セ
ン
タ

ー
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
を
ト
ー
タ
ル

に
ケ
ア
で
き
る
よ
う
に
、
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クリスマスムードあふれたコンサート
　
　恒例のクリスマスコン
サートが12月21日、外
来エントランスホールで
開催されました。第1部
では、茨木市立西陵中学
校PTAのOBで構成され
た「ひこうき雲」による
トーンチャイム演奏が披
露されました。トーンチ
ャイムの優しい音色で
“赤鼻のトナカイ”など
のクリスマス定番曲が演
奏されました。第2部では、ソプラノ歌手であるナ
ターリア・コズローヴァさんからウクライナ民謡や
クリスマスソングを披露していただきました。美し
い歌声でホールが包まれ、患者さんに少し早いクリ
スマスを満喫していただきました。

「世界エイズデー」で啓蒙活動　

　世界エイズデーである12月1
日の午前に外来エントランスホ
ールにおいて、エイズ・HIV感
染症に関する啓蒙活動を実施し
ました。
　エイズに対する正しい理解と
支援の取り組みを表すレッドリ
ボンを職員やボランティアの手
で4000本以上作成し、当日は病院に訪れた患者さ
んに手渡すとともに、教職員は胸にリボンを付けて
業務にあたるなど、エイズ・HIV感染症を正しく理
解していただくための活動を展開しました。

大規模災害医療訓練の講習会開く

　阪大病院は大阪府の災害拠点病院であり、阪神淡
路大震災やJR福知山線脱線事故では多数の重篤な
傷病者を受け入れて救命しました。災害時に適切な
医療を提供するために普段からの訓練は不可欠です。
阪大病院では毎年訓練を実施しており、災害訓練に
向けた講習会を12月7日に開催しました。今回は、
溝端康光・大阪市立大学教授を講師に、どのように
すれば機能的に傷病者を受け入れることができるか
をテーマに研修しました。

病院機能評価受審終了の報告と協力御礼

　阪大病院では昨年の11月8～10日の3日間、患者
さんがより適切で質の高い医療を安心して受けられ
るよう、病院の機能を専門的、学術的、中立的な立
場から評価する「病院機能評価」を5年ぶりに受審
しました。期間中は、職員を含む数名のグループが
院内を巡回し患者の皆さんに大変ご迷惑をおかけし
たことと思いますが、この趣旨をご理解いただき、
ご協力いただきましたことに感謝いたします。

市民公開フォーラム参加者募集
大阪大学医学部附属病院　市民公開フォーラム
《小児がん：生活の質の向上に取り組む》

●日時　3月 26 日 ( 土 )   午後 1時～ 4時　
●場所　大阪大学医学部講義棟　A講堂　
●定員　240 名　参加無料（先着順）
●講演内容
１　小児がん治療の現状と課題　
　　　大阪大学医学部附属病院小児科　医師　太田秀明
２　小児がん患者の心のケア　
　　　大阪大学医学部附属病院こころのケアチーム　
　　　臨床心理士　吉津紀久子
３　院内学級の役割　
　　　大阪府立刀根山支援学校阪大病院分教室　
　　　教諭　九後充子
４　チャイルド・ライフ・スペシャリストの活動について
　　　大阪大学医学部附属病院小児医療センター　
　　　チャイルド・ライフ・スペシャリスト　馬戸史子

●申し込み方法　FAX、メールまたは、はがきで必要事項
（氏名、住所、　連絡先、参加人数（4名まで可））をご記
入のうえ、3月 18 日（金）までに、下記によりお申し込
みください。
・ＦＡＸ　06-6879-5019
・メール　ibyou-soumu-kouhyo@offi  ce.osaka-u.ac.jp
・はがき送付先　〒 565-0871　吹田市山田丘 2-15
　　　　　　　　大阪大学医学部附属病院総務課
                                     広報評価係内市民公開フォーラム係
●お問い合わせ　大阪大学医学部附属病院総務課
                                    広報評価係　　　　　　　　　
                                    TEL：06-6879-5020、5021
※車でのご来場はご遠慮ください
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診断や 治療を 陰で 支える

　

阪
大
病
院
の
循
環
器
内

科
は
重
症
の
心
不
全
患
者

さ
ん
の
治
療
に
お
い
て
は

日
本
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
す
。
昨
年
か
ら
科
長
が

小
室
一
成
教
授
の
体
制
と

な
り
心
不
全
の
診
断
、
治

療
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臨
床
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研
究
に
よ
り

一
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、
力
を
入
れ
る
た
め

医
療
技
術
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阪
大
病
院
の
医
療
技
術

部
は
診
断
や
治
療
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
検
査
部
門
、

放
射
線
部
門
、
臨
床
工
学

部
門
と
リ
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を

統
括
し
、
各
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成
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
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支
援
、
医

療
の
質
の
向
上
と
安
全
の

確
保
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

阪
大
病
院
は
高
度
先
進

医
療
を
担
う
病
院
と
し
て

専
門
性
が
必
要
と
さ
れ
ま

す
。
検
査
、
放
射
線
、
臨

床
工
学
、
リ
ハ
ビ
リ
の
各

部
門
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
学

会
な
ど
に
お
け
る
専
門
的

な
資
格
を
取
得
す
る
こ
と

が
病
院
の
医
療
に
貢
献
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
医

療
技
術
部
は
資
格
や
学
位

の
取
得
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
年
度
初
め

に
各
構
成
員
に
そ
の
年
の

目
標
を
設
定
さ
せ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
組
織
、

医
療
の
質
、
学
術
、
チ
ー

ム
医
療
、
法
令
・
モ
ラ

ル
・
理
念
の
５
項
目
に
つ

い
て
、「
報
告
・
連
絡
・

相
談
が
適
切
に
行
え
る
」

「
患
者
の
病
気
、
疾
患
を
理

解
し
対
応
す
る
」「
学
会
発

表
を
指
導
す
る
こ
と
が
で

き
る
」「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

中
心
的
立
場
を
意
識
し
、

環
境
を
整
え
る
」「
個
人
情

報
の
管
理
指
導
が
で
き
る
」

な
ど
各
個
人
の
レ
ベ
ル
に

応
じ
た
目
標
を
設
定
し
年

度
末
に
達
成
で
き
た
か
ど

　12月10日、阪神タイガースの平野、筒井両選
手が小児医療センターを訪れ、入院中の子ども
たちと楽しく遊び、励ましました。
　ふれあいゲームで玉入れを楽しんだ後、質問
コーナーでは子どもたちからいろいろな楽しい
質問が飛び出し、デイルームに笑い声がこだま
しました。
　その後、病室から出られない子どもの病室も
訪れ、サイン入りの帽子を渡したり、写真を撮
ったりして楽しい時間をプレゼントしてくださ
いました。

う
か
を
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
で
判
定
し
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。
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ら
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の
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を
図
り
、
相
互
理
解
を

深
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る
た
め
に
研
修
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、

講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
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栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

で
は
、
入
院
患
者
さ
ん
を

対
象
に
食
事
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
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特別治療食

味付け 献立 野菜の量 主食の量 副食の量 肉・魚の量

一般治療食

病院食で何を参考にしようと思いますか？（複数回答可）

ランキング
　　　　  一般治療食           特別治療食
第 1位　　献  立   味 付 け
第 2位　　野菜の量　　　 献  　   立           
第 3 位　　味 付 け 　　   野菜の量

す
。
医
療
技
術
部
は
専
門

技
術
を
生
か
し
て
医
療
に

貢
献
し
、
各
構
成
員
は
患

者
さ
ん
の
た
め
の
安
全
で

質
の
高
い
医
療
が
提
供
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

ま
し
た（
回
収
率　

一
般

治
療
食
58
％
、
特
別
治
療

食
77
％
）。

　
「
治
療
・
疾
病
回
復
を

図
り
つ
つ
、
家
庭
で
の
食

生
活
と
食
事
療
法
の
参
考

に
な
れ
ば
！
」
と
の
思
い

を
込
め
た
病
院
食
の
満
足

度
『
普
通
以
上
』
は
約
80

％
と
高
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

病
院
食
は
治
療
の
一
環

で
あ
る
と
思
う
方
90
％
以

上
、
退
院
後
も
参
考
に
し

た
い
と
思
う
方
70
％
以
上

で
、
こ
の
思
い
は
、
患
者

さ
ん
に
届
い
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
安

心
・
安
全
な
食
事
で
あ
る

病
院
食
の
中
で
、
患
者
さ

ん
が
家
庭
に
お
い
て
も
参

考
に
し
た
い
と
答
え
た
項

目
は
グ
ラ
フ
の
通
り
で
す
。

　

普
段
作
ら
な
い
メ
ニ
ュ

ー
･
味
付
け
を
参
考
に
し

た
い
な
ど
、
献
立
に
関
心

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

検査時の患者さんの体の扱い方を
理学療法士から学ぶ講習会

循環器内科

心不全チームの合同カンファレンス

「
心
不
全
チ
ー
ム
」
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。

　

心
臓
病
の
内
科
的
な
治

療
は
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る

治
療
が
進
歩
し
、
心
筋
梗

塞
や
不
整
脈
な
ど
は
入
院

し
て
治
療
を
す
れ
ば
元
気

に
退
院
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
心
不
全
に
関
し
て

は
、
大
動
脈
弁
狭
窄
な
ど

原
因
が
わ
か
っ
て
い
れ
ば

外
科
と
連
携
し
て
治
療
が

で
き
る
の
で
す
が
、
原
因

の
わ
か
ら
な
い
心
筋
症
の

よ
う
に
心
臓
移
植
し
か
治

療
法
が
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

阪
大
病
院
は
日
本
で
６

カ
所
し
か
な
い
心
臓
移
植

認
定
施
設
の
一
つ
で
す
の

で
、
重
症
の
心
不
全
患
者

さ
ん
が
日
本
全
国
か
ら
紹

介
さ
れ
ま
す
。
で
き
る
だ

け
自
分
の
心
臓
で
よ
く
な

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
手

を
尽
く
す
一
方
、
治
療
が

難
し
い
方
に
は
、
薬
物
療

法
な
ど
の
対
症
療
法
で
心

機
能
を
維
持
し
、
外
科
と

連
携
し
て
人
工
補
助
心
臓

を
装
着
し
て
心
臓
移
植
を

長
期
間
待
っ
て
お
ら
れ
る

患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。  　

　

循
環
器
内
科
で
は
今
ま

で
の
レ
ベ
ル
に
満
足
せ
ず

さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

た
治
療
を
目
指
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
心
不
全

の
患
者
さ
ん
の
心
筋
細
胞

の
遺
伝
子
を
解
析
し
、
新

た
な
診
断
法
の
開
発
や
分

子
標
的
薬
の
開
発
に
つ
な

が
る
臨
床
や
研
究
を
し
ま

す
。
ま
た
、
効
果
的
な
再

生
医
療
の
開
発
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。
小
室

科
長
は
「
循
環
器
内
科
が

日
本
の
重
症
心
不
全
患
者

さ
ん
の
最
後
の
砦
と
な
る

よ
う
に
、
臨
床
、
研
究
に

励
ん
で
い
き
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
。




